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Q1	うつぶせ寝はよくないと
	 聞いたのですが、
	 なぜいけないのですか?
　うつぶせ寝は、SIDS（乳幼児突然死症候群）や

SUID（予測できない乳幼児突然死）という突然

死を起こすリスクが高くなります。 また、窒息

も起こりやすくなるため、子どもを寝かせる時

は仰向けで寝かせるようにしましょう。

Q2	寝返りしてうつぶせ寝に
	 なってしまう場合は
	 どうしたらいいですか?
　2022年のアメリカ小児科学会のガイドライ

ンでは、1歳まではうつぶせ寝になっていたら、

仰向けに戻したほうが良いと言われています。

横向きの場合も仰向けに戻すことが勧められ

ています。

　これは、窒息の予防だけでなく、吐いてしまっ

た時の誤嚥予防にもなります。 肺につながる気

管は、胃につながる食道より体の前側にありま

す。 仰向けで寝ていれば、赤ちゃんが吐いてし

まっても、上にある気管・肺に行きづらいですが、

うつぶせ寝の場合は気管が下にくるので、誤嚥

をしてしまう可能性が高くなってしまいます。

Q3	赤ちゃんには、どのような寝具が
いいですか？

　シートに沈み込んで窒息することがないよう、

ある程度固い寝具が良いと言われています。や

わらかいシートは、沈み込んで窒息することが

あります。 シートだけでなく、窒息をさせてし

まう可能性があるぬいぐるみなどのやわらかい

ものも、近くに置かないようにしましょう。また、

転がって行かないように傾きのない寝具にしま

しょう。

　加えて、特に6か月までは、添い寝をしないほ

うが良いとされています。 子どもと大人が同じ

ベッドで寝ると、子どもが大人の下に入ってしま

うなど、窒息することがあります。 大人とベッド

は分けて、子ども用のベッドで寝かせましょう。

ベッドは分けても、何かあったときにすぐに気が

つけるよう同じ部屋で寝るとよいでしょう。

　なお、大人用ベッドに取り付ける幼児用ベッド

ガード（柵）は、窒息リスク回避の観点から、生

後18か月からと製品に記載さ

れています。 子どもの命を守

るために、その製品の対象月

齢を守るようにしましょう。

受診するべきかどうか迷ったら
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